
 株式会社トヨタオートモールクリエイト（名古屋市中村区平池町四丁目６０番の１２ グローバルゲート８階、代

表取締役社長：河合 利夫）は、岐阜市が推進する「スマートシティぎふ推進協議会」に参加し、5月31日に本事

業が、国土交通省が推進するスマートシティモデル事業の‘重点事業化促進プロジェクト’に選定されたとの発

表がありましたのでお知らせいたします。 
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プレスリリース 
報道関係者各位 

トヨタオートモールクリエイト 

スマートシティぎふ推進協議会に参加 
～国土交通省「スマートシティモデル事業‘重点事業化促進プロジェクト’に選定～ 

 トヨタオートモールクリエイトは、1999年に創設されたトヨタ自動車の100％子会社。現在岐阜、横浜

でオートモール併設型商業施設を運営し、大阪・埼玉ではオートモール事業を展開中。 

 当社は、モビリティやロボットなどの最新テクノロジーの積極的な導入や、スポーツ振興に関する多彩な

イベント、地域と連携した地域一体となった活動などユニークな取り組みを展開し、お客様に新しい生活ス

タイルの提案をしております。     https://www.toyota-automall.co.jp/ 

【本件に関するお問い合わせ】 

株式会社トヨタオートモールクリエイト  

〒453-6108 名古屋市中村区平池町四丁目60番地の12 グローバルゲート8階 

経営企画本部 伏屋（ふせや） 久美子  

TEL：052-541-5360    広報専用 E-mail：kouhou@toyota-automall.co.jp 

 

 当社は本年1月に岐阜市と包括連携協定を締結し、様々な分野で協力関係を構築しております。特に次世代

モビリティ社会の構築と、安全で快適なスマートシティの実現に向けて、同協議会において事業全体の技術的

支援を行う立場として参加し、協業を開始いたしました。そして今回、本事業が、国土交通省が推進するスマート

シティモデル事業のうち、国が重点的に支援を実施することで事業の熟度を高め、早期の事業化を促進していく

「重点事業化促進プロジェクト」に選定されました。 

 本事業は、岐阜市郊外の大規模住宅団地の高齢化等を受け、公共交通ネットワークの構築による移動の確

保や外出機会の創出による健康増進等の課題を解決するために、交通と健康を軸に様々なデータを活用し、

自動運転技術やオンデマンドモビリティサービス、ウォーキング等を導入することにより、出かけて健康になるまち

「健幸都市ぎふ」を実現するものです。 

 
 当社は、運営するショッピングセンター「カラフルタウン岐阜」（岐阜県岐阜市柳津町丸野三丁目３番６号、プ

レジデント：市野 和之）において、昨年から「カラタン未来Lab」を展開しております。館内では本年5月までに5つ

の活動を行っており、今後はカラフルタウン館外にも活動の場を広げ、地域社会における次世代モビリティ社会

の構築も含めた社会実証を検討しております。加えて、スポーツを通じて地域の活性化と健康長寿を推進する

「カラタンSports！」も、6月より展開を始める予定です。 

 これらの活動を「スマートシティぎふ推進協議会」と連携させることで、岐阜市の掲げる「健幸都市ぎふ」の実現

に協力して参ります。 

※カラフルタウン岐阜にて継続展開している、最新技術のデモや実証実験。 

  詳細はカラフルタウンＨＰをご覧ください。 

※ 

※ 

※採択時の仮称。正式には今後設置予定。 
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